
汚染水対策の現状と今後
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１．汚染水発生量の現状（１）

1

 汚染水発生量は、「近づけない」対策(地下水バイパス・フェーシング・サブドレン・陸側遮
水壁)を着実に実施した結果、降雨等により変動はあるが、対策実施前に比べ低減している。

汚染水発生量のこれまでの低減状況
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サブドレン稼働開始

海側遮水壁閉合完了

地下水ドレン汲み上げ開始

陸側遮水壁閉合開始

地下水バイパス稼働開始

陸側遮水壁(海側)凍結完了



１．汚染水発生量の現状（２）

2

 汚染水発生量の内訳と実施中の対策
① 建屋への地下水・雨水等流入 →対策①-1：サブドレン信頼性向上対策

対策①-2：陸側遮水壁の完全閉合
② その他移送等 →対策②-1：4m盤等の雨水浸透防止対策

対策②-2：作業に伴う汚染水発生量の抑制

サブドレン

地下水ドレンウェルポイント

サブドレン

陸側遮水壁
（山側）

陸側遮水壁
（海側） 海側遮水壁

①地下水
流入

①雨水※
②4m盤からの移送

②作業に伴う汚染水

①地下水
流入

※雨水の直接流入の対策は、使用済燃料プールからの燃料取り出し準備工事と合わせて実施予定

一部を建屋へ



１．対策①－１ サブドレン信頼性向上対策の進捗状況

3

海側遮水壁

集水タンク

地下水ドレン前処理装置

①-2集水タンクの増設
（2017/11初旬 供用開始予定）

一時貯水タンク

①-3一時貯水タンクの増設
（2017/9中旬 供用開始予定）

浄化装置 1号機 2号機 3号機 4号機

②新設ピット増強、既設ピット復旧（順次供用開始，2018/1完了予定)

（系統内付着物へ
の対策）

付着物成分の事前除去

共有配管の単独化

配管等清掃
による付着物の除去

①-1浄化設備の2系列化
（2017/4 一部供用開始）

地下水ドレン

提供：日本スペースイメージング(株)、©DigitalGlobe

浄化装置

 サブドレン信頼性向上対策

①系統処理能力向上対策( ) 対策実施前最大800m3/日 ⇒ 対策実施後最大1,500m3/日

②くみ上げ能力向上対策( ) 大雨時の地下水位上昇の緩和および大雨後の影響の早期解消

③上記以外の対策( )           ピットおよび配管等の清掃による停止頻度の低減

（信頼性向上対策）中継タンク～移送配管の二重化



（温度は 7/11 7:00時点のデータ）

○地中温度分布図は、陸側遮水壁の周りに設置した測温管における地中温度について
深さ方向の温度変化を確認するための参考データとしてまとめたもの。

１．対策①－２ 凍土方式の陸側遮水壁の進捗状況

-凡 例-
：ブライン停止中区間

：ブライン再循環中区間

維持管理運転（試運用）区間

2017.5.23
維持管理運転開始

2017.5.22
維持管理運転開始

 2017年 5月：南北の区間において維持管理運転を開始。
 2017年 8月：8/22より山側未閉合箇所1箇所（西側③）の凍結を開始。

今後、地下水収支等から陸側遮水壁の完全閉合等の効果を
確認していく。
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１．対策① 建屋への地下水・雨水等流入量と水位の相関

5

 「サブドレン水位と建屋への地下水・雨水等流入量の関係」、「建屋内外水位差と建屋への
地下水・雨水等の流入量の関係」 から建屋への地下水・雨水等流入量の減少傾向が確認で
きる。

 サブドレン信頼性向上対策、陸側遮水壁の完全閉合による地下水位の制御性の向上により、
建屋周辺地下水を低下させ、地下水流入の要因となっている流入箇所を下回ること、内外水
位差が減少すること等に伴い流入量は減少すると想定される。

建屋内外水位差と地下水・雨水等流入量の相関サブドレン水位と地下水・雨水等流入量の相関
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1～4号機サブドレン水位（TP.m)

2015.1.29～9.16:サブドレン稼働前（10日降雨41mm未満）
2015.1.29~9.16：サブドレン稼働前（10日降雨41mm以上）
2015.9.17～：サブドレン24h稼働（10日降雨41mm未満）
2015.9.17～：サブドレン24hr稼働（10日降雨41mm以上）

※T.Pと震災前O.Pへの換算は、地点と時期により1.4～1.5mの補正が必要であり目安として併記している
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1～4号機サブドレン水位－建屋水位(m)

2015.1.29～9.16:サブドレン稼働前（10日降雨41mm未満）
2015.1.29~9.16：サブドレン稼働前（10日降雨41mm以上）
2015.9.17～：サブドレン24h稼働（10日降雨41mm未満）
2015.9.17～：サブドレン24hr稼働（10日降雨41mm以上）

1～4号機サブドレン水位と建屋水位の水位差
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4m盤くみ上げ量と建屋への移送量の推移

福島第一降雨量

4m盤から建屋への移送量

4m盤くみ上げ量

m3/日 mm/日

１．対策②－１ 4m盤からの汲み上げ量、建屋への移送量（1）

 4m盤地下水汲み上げ量は、以下の対策の進捗によって減少している。
・陸側遮水壁の凍結進捗による4m盤への地下水移動量低減
・4m盤、7.5ｍ盤、10m盤(陸側遮水壁より海側)へのフェーシング、カバー掛け等の実施
・1,2,4号機タービン建屋屋上のガレキ撤去・屋上からの雨水排水ルートの変更

 汲み上げ量の減少および追加で設置した地下水ドレン前処理装置の稼働により、4m盤から
建屋への移送量は、至近で約20m3/日程度まで減少している。

20日降雨量と4m盤くみ上げ量の関係

陸側遮水壁の進捗、
4m盤への雨水浸透防
止対策によりくみ上げ
量が低減

●2015/11～2016/3
●2016/4～10
〇2016/11～2017/2
●2017/3～

4m盤くみ上げ量と建屋への移送量の推移

6



7

：2017年度完了予定

：2017年度以降実施予定

フェーシング等凡例

：施工済

4m盤

陸側遮水壁

#1T/B #2T/B #4T/B

※1号機T/Bは2017年6月30日に、
2号機T/Bは2017年6月19日に、
4号機T/Bは2017年8月3日に
雨水排水ルート変更完了

海側遮水壁

10m盤

※目地止水・クラック補修等の
保全を適宜実施

7.5m盤

4m盤フェーシング
継手止水

7.5m盤法面屋根架け10m盤フェーシング

4号機T/B屋上の雨水対策

 引き続き、雨水浸透防止機能の向上・保全、10m盤と4m盤の水位差の縮小等により、4m
盤汲み上げ量を低減し、建屋への地下水移送量を抑制する。

１．対策②－１ 4m盤からの汲み上げ量、建屋への移送量（2）
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１．対策②－２ 作業に伴う汚染水の発生

 作業に伴う汚染水の発生には、主に下表のものがある。
 多核種除去設備の薬液注入方法を改良することにより、仮に2016年度と同等の処理
（約400m3/日）を行った場合、薬液注入量が約20m3/日から約10m3/日に減少する
見込み。
（増設多核種除去設備：7/6より運用開始、既設多核種除去設備：改良に向け準備中。）

 その他の汚染水の発生源についても、発生量の低減に努めていく。

主な汚染水の発生項目

多核種除去設備への薬液注入

使用済マスク洗浄液・ラボ廃液

トレンチ・ダクト等からの水抜き

2016年度の実績は、
40 m3/日程度



２．建屋内滞留水の処理の見通し（１）
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 1～3号機原子炉建屋を除く建屋内滞留水の処理を2020年内の完了を目標に、建屋水位を
段階的に低下させている。

：滞留水移送装置

※より プロセス主建屋
高温焼却炉建屋へ

※へ

原子炉建屋
建屋滞留水

T.P.-4796

T.P.8764

【注】T/B：タービン建屋、R/B：原子炉建屋、Rw/B：廃棄物処理建屋、C/B：コントロール建屋

T.P. 8000 （O.P. 9436）
T.P. 7000 （O.P. 8436)
T.P. 6000 （O.P. 7436)
T.P. 5000 （O.P. 6436)
T.P. 4000 （O.P. 5436)
T.P. 3000 （O.P. 4436)
T.P. 2000 （O.P. 3436)
T.P. 1000 （O.P. 2436)
T.P. 0 （O.P. 1436)
T.P. -1000 （O.P. 436)
T.P. -2000 （O.P. -564)
T.P. -3000 （O.P. -1564）
T.P. -4000 （O.P. -2564）
T.P. -5000 （O.P. -3564）

T.P.-2666 (O.P.-1230)

T.P.-36 (O.P.1400)

T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.約950

(O.P.約2400)

1Ｒｗ／Ｂ ２Ｒ／Ｂ1Ｔ／Ｂ

T.P.443 (O.P.1900)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.634

(O.P.2070)

1Ｒ／Ｂ

２Ｒｗ／Ｂ ２Ｔ／Ｂ

除去完了

T.P.1743 (O.P.3200)

T.P.-1752 (O.P.-300)T.P.-1736 

(O.P.-300)

2Rw/B→2T/B  T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.約900

(O.P.約2350)
T.P.約900

(O.P.約2350)

T.P.約950

(O.P.約2400)
T.P.約900

(O.P.約2350)

T.P.448

(O.P.1900)

T.P.1764

(O.P.3200)
T.P.559 

(O.P.1995)

T.P.-36

(O.P.1400)

T.P. 8000 （O.P. 9436）
T.P. 7000 （O.P. 8436)
T.P. 6000 （O.P. 7436)
T.P. 5000 （O.P. 6436)
T.P. 4000 （O.P. 5436)
T.P. 3000 （O.P. 4436)
T.P. 2000 （O.P. 3436)
T.P. 1000 （O.P. 2436)
T.P. 0 （O.P. 1436)
T.P. -1000 （O.P. 436)
T.P. -2000 （O.P. -564)
T.P. -3000 （O.P. -1564）
T.P. -4000 （O.P. -2564）
T.P. -5000 （O.P. -3564）

T.P.634

(O.P.2070)

３Ｒ／Ｂ３Ｒｗ／Ｂ ４Ｒ／Ｂ

4Rw/B→4T/B  T.P.-996 (O.P.440)

４Ｒｗ／Ｂ３Ｃ／Ｂ ４Ｃ／Ｂ

T.P.461

(O.P.1900)
T.P.-537

(O.P.900)

４Ｔ／Ｂ３Ｔ／Ｂ

T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.-1737 (O.P.-300) T.P.-1739 (O.P.-300)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.-1736 (O.P.-300)

3Rw/B→3T/B  T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-1736

(O.P.-300)

T.P.-539

(O.P.900)
T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-441

(O.P.995)

T.P.約850

(O.P.約2300)
T.P.約850

(O.P.約2300)

T.P.約800

(O.P.約2250)
T.P.約850

(O.P.約2300) T.P.約750

(O.P.約2200)

T.P.約900

(O.P.約2350)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.463

(O.P.1900)
T.P.461

(O.P.1900)

1～4号機の建屋床面レベル、建屋間貫通部及び滞留水の水位（2017.8.16時点）

切り離し

地下水位：
T.P. 2.2m
(O.P. 3.6m)



２．建屋内滞留水の処理の見通し（２）
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2020年建屋内滞留水処理完了後の状況
：滞留水移送装置

※より

【注】T/B：タービン建屋、R/B：原子炉建屋、Rw/B：廃棄物処理建屋、C/B：コントロール建屋

プロセス主建屋
高温焼却炉建屋へ

※へ

原子炉建屋建屋滞留水

T.P.-4796

T.P.8764

平均潮位：
T.P. 0 m
(O.P. 1.4 m)

T.P. 8000 （O.P. 9436）
T.P. 7000 （O.P. 8436)
T.P. 6000 （O.P. 7436)
T.P. 5000 （O.P. 6436)
T.P. 4000 （O.P. 5436)
T.P. 3000 （O.P. 4436)
T.P. 2000 （O.P. 3436)
T.P. 1000 （O.P. 2436)
T.P. 0 （O.P. 1436)
T.P. -1000 （O.P. 436)
T.P. -2000 （O.P. -564)
T.P. -3000 （O.P. -1564）
T.P. -4000 （O.P. -2564）
T.P. -5000 （O.P. -3564）

T.P.-2666 (O.P.-1230)

T.P.-36 (O.P.1400)

T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.約-1750

(O.P.約-300)

1Ｒｗ／Ｂ ２Ｒ／Ｂ1Ｔ／Ｂ

T.P.443 (O.P.1900)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.634

(O.P.2070)

1Ｒ／Ｂ

２Ｒｗ／Ｂ ２Ｔ／Ｂ

除去完了

T.P.1743 (O.P.3200)

T.P.-1752 (O.P.-300)T.P.-1736 

(O.P.-300)

T.P.448

(O.P.1900)

T.P.1764

(O.P.3200) T.P.559 

(O.P.1995)

T.P.-36

(O.P.1400)
T.P.約-1750

(O.P.約-300)

除去完了 除去完了 除去完了

T.P. 8000 （O.P. 9436）
T.P. 7000 （O.P. 8436)
T.P. 6000 （O.P. 7436)
T.P. 5000 （O.P. 6436)
T.P. 4000 （O.P. 5436)
T.P. 3000 （O.P. 4436)
T.P. 2000 （O.P. 3436)
T.P. 1000 （O.P. 2436)
T.P. 0 （O.P. 1436)
T.P. -1000 （O.P. 436)
T.P. -2000 （O.P. -564)
T.P. -3000 （O.P. -1564）
T.P. -4000 （O.P. -2564）
T.P. -5000 （O.P. -3564）

T.P.634

(O.P.2070)

３Ｒ／Ｂ３Ｒｗ／Ｂ ４Ｒ／Ｂ ４Ｒｗ／Ｂ３Ｃ／Ｂ ４Ｃ／Ｂ

T.P.461

(O.P.1900)
T.P.-537

(O.P.900)

４Ｔ／Ｂ３Ｔ／Ｂ

T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.-1737 (O.P.-300) T.P.-1739 (O.P.-300)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.-3496 

(O.P.-2060)

T.P.-1736 (O.P.-300)T.P.-1736

(O.P.-300)

T.P.-539

(O.P.900)
T.P.-1736 (O.P.-300)

T.P.-441

(O.P.995)

T.P.-4796 (O.P.-3360)

T.P.463

(O.P.1900)
T.P.461

(O.P.1900)

除去完了 除去完了 除去完了 除去完了 除去完了 除去完了 除去完了T.P.約-1750

(O.P.約-300)

切り離し 切り離し 切り離し 切り離し 切り離し

切り離し 切り離し 切り離し 切り離し 切り離し 切り離し 切り離し

建屋滞留水の水位低下実績及び今後の計画

項目＼年月 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

地下水位／建屋水位 建屋滞留水
処理完了

▽

T.P.-36
（O.P.1400）

T.P.-1740未満
（O.P.-300未満）

T.P.460
(O.P.1900)

１～４号機建屋水位

地下水位

当初計画 ）
~2017/8までの建屋水位 約T.P.1100

現状 ）
先行して建屋水位低下 約T.P.900
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３．タンク建設の見通し
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 汚染水発生量の低減予測(サブドレン＋陸側遮水壁)と実績を下図に示す。
 汚染水発生量は、今後の台風等の降雨影響やサブドレン他強化対策の進捗状況により変動す

ることも予想されるが、サブドレン＋陸側遮水壁の効果を考慮した場合よりも低い傾向が続
いている。

 引き続き、タンク建設を確実に進め、汚染水発生量の減少分を建屋内滞留水及びストロンチ
ウム処理水の処理に活用していく。
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タンク建設の前提条件（汚染水発生量の見通し） タンク建設の見通し（サブドレン＋陸側遮水壁）

汚染水発生量は
予測より少ない状況

実績値

浄化設備2系列化
集水タンク･一時貯水ﾀﾝｸの増設
▽

サブドレン付着物対策
共有配管の単独化
地下水ドレン前処理装置
▽

サブドレン水位低下に伴う
建屋流入量減、地下水ドレン汲み上げ量減
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赤数字は1000Bq/L以上の箇所

1C/B
2C/B

1Rw/B

2Rw/B 3Rw/B

3C/B4C/B

2R/B下屋

3T/B下屋

FSTR他

3R/B上屋

3R/B下屋
1R/B上屋

1R/B下屋

4R/B上屋

変圧器

排気筒

変圧器
変圧器

排気筒

4Rw/B

3,4号開閉所

12(5)

Cs-137: 4,000

(14/11/26)

Cs-137: -

(17/6/1)

12(11)

Cs-137: 4100

(15/11/10)

Cs-137: 370

(17/6/1)

1,2CH/B

カバー
構台

4FSTR

1T/B上屋

1T/B下屋

2T/B上屋

2T/B下屋

3T/B上屋

4T/B下屋

4T/B上屋

4R/B下屋

2R/B上屋

12(7)

Cs-137: 1,900

(14/11/26)

Cs-137: 73

(17/4/11)

Cs-137: 130

(17/6/1)

34(6)

Cs-137: 6,400

(14/12/1)

Cs-137: 1,400

(17/4/11)

Cs-137: 6,500

(17/6/1)

34(2)

Cs-137: 2,400

(14/12/1)

Cs-137: 480

(17/4/11)

Cs-137: 4,600

(17/6/1)

1～3号T/B下屋の
建屋内雨樋

2号R/B上屋

1号T/B下屋からの
排水はK排水路との
合流部が水中にある
ため採水不可

K排水路

※１,2,4号T/B上屋についてはスライド7参照
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４．更なる周辺環境の改善（K排水路の周辺環境の改善）

 港湾内に流入するK排水路は、排水路清掃、浄化材設置等のこれまでの対策により、平時の放射性物質濃
度が低減しているが、降雨時に濃度上昇が確認されているため、汚染源調査、濃度低減対策を継続して
実施する。

 K排水路に流入する2号機R/B上屋屋根面の汚染源である屋根材（ルーフブロック、敷き砂）の除去を
2017年度内に完了する予定。

 1～3号機T/B下屋の雨水配管を加工し、イオン状Csを取り除く浄化材の設置を検討中。
 10ｍ盤については、燃料取出し等建屋工事の工程に併せて、フェーシング等を実施する予定。
 道路・排水路清掃、浄化材設置・交換は、2017年度以降も継続して実施する。
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排水路における全ベータ濃度の推移

降雨量

(浪江)

A排水路

排水口全β

物揚場排水路

排水口全β

K排水路

排水口全β

C排水路

排水口全β

C排水路

排水口全βND値

Bq/L mm/日

注：検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は

各地点とも同じ。
※1：2016/4/15～4/20浪江休止のため富岡

のデータを記載。

※2：C排水路について2016/9/14～10/11は採水点の溜水を採水することに

より高めの数値となることがあった。（新設排水路への切替の影響）

※1 ※2

排水路 全β濃度の推移

屋根破損（建屋流入）

Ｋ排水路以外に流入

【屋根】



【参考】1F降雨と建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移
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注）建屋への流入量は1週間の平均値を表示。また，建屋水位計の校正に伴う補正を実施。
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降
雨

（
m
m
/日

）

降雨量（福島第一）
第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31）

平均：
445m3/日 473 409 387 447 463 513 439 465 438 386 512 514 406 451 539 526 482 522 497 594※2

平均：
429m3/日 353 319 267 355 355 321 346 443 769 376 207 171 136 144 121 138 146 162174 198※2

フェーズ2凍結開始（6/6）

平均：
175m3/日 176 217 172 207 201 206 150 282 424 238 171 141 162 131 125 136 131 141 142 145※1

合計：
53.0mm 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0 357.0 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 12.0 81.0 70.0 117.0 127.5 131.0 101.0※2

※1：～8/17
※2：～8/20

第二段階Ⅱ凍結開始（3/3）

第二段階Ⅰ凍結開始（12/3）

 建屋流入量は、陸側遮水壁（山側）の閉合進展およびサブドレン稼働により建屋周辺の地下水位が低下しており、120～
140m3/日程度となっている。

 サブドレンのくみ上げ量は増強工事の一部が完了した3月以降は安定して500m3/日程度となっており、稼働台数は90%
程度を維持している。

 4m盤くみ上げ量は、昨年10月以降は降雨直後の増加が少ない状態が続いている。3月6日には既往最小くみ上げ量：約
90m3/日となった。



【参考】サブドレンによる地下水位制御性の向上
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 サブドレン信頼性向上対策の一部実施完了（配管単独化 等）により、サブドレンによる建屋周辺地下水位の制御性が向上し、
ピット内水位をポンプ稼働設定水位の範囲内にほぼ制御出来ている。

 また、降雨時においてもピット内水位がほとんど上昇しておらず、サブドレン本来の動的な機能である「降雨時においても建
屋内外水位差を拡大させない制御」が可能となっている。
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サブドレンピット内水位（全平均）

建屋水位（制御用水位計全平均）

サブドレン設定水位（ポンプ稼働下限値）

第一段階フェーズ1

凍結開始（3/31）

第一段階フェーズ2

凍結開始（6/6）

第二段階Ⅰ（西①・西⑤）

凍結開始（12/3）

第二段階Ⅱ

（北・西②・西④・南）凍結開始（3/3）

サブドレン強化策

（単独配管化工事）

1/10～3/1

建屋内外水位差
を小さく維持している

第三段階
西③凍結開始（8/22）
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【参考】地下水収支
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実測に基づく地下水収支の評価（2017.7.1～7.31）

A：500m3/日

D：0m3/日※2

C：120m3/日

E１：150m3/日

B：140m3/日

F：600m3/日（推定値）

Ｅ2：-10m3/日

潮位

O.P.+1.5m

※2 現時点までで，深部透水層（粗粒，
細粒砂岩）の水頭が互層部と同程度で，
上部の中粒砂岩層よりも高いことから，
深部地盤等への移動量Dをゼロとする。

実績値(ｍ3/日）

山側からの地下水流入量
(実測からの推定値)

F

＜参考＞
サブドレン
平均水位

＜参考＞
日平均降雨量

サブドレン
くみ上げ量
(実測値)

A

建屋流入量
(実測からの推定値)

B

4m盤への
地下水移動量 C※1

(実測からの推定値)

閉合範囲外
への移動量

D

降雨涵養量
(実測からの推定値)

E１※1

地下水位変動
への寄与量

(実測からの推定値)

E２※1

凍結開始前：
2016.3.1～3.31

760 T.P.+3.3m 0.7mm/日 390 170 250 0 20 -30

2016.7.1～7.31 730 T.P.+3.8m 0.4mm/日 440 160 280 0 10 -140

2017.7.1～7.31 600 T.P.+2.4m 4.2mm/日 500 140 120 0 150 -10

※1 上表は，降雨浸透率や有効空隙率を仮定して算出しているが，その仮定条件には不確実性が含まれている

 下表に示す地下水収支における各項目（山側からの地下水流入量・建屋流入量・サブドレ
ンくみ上げ量・4m盤への地下水移動量）や地下水位等の変化から、実施中の対策（サブド
レン強化・陸側遮水壁の完全閉合 等）の効果について引き続き確認していく。

F=A+B+C+D+E2-E1



【参考】１～４号機建屋周辺の状況

16


